
議

案

第

六

十

四

号

杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

七

年

十

一

月

二

十

一

日提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

第

一

条

杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

（

平

成

十

五

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

五

条

第

一

号

中

「

か

ら

第

八

項

ま

で

及

び

」

を

「

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

」

に

、

「

第

百

三

十

六

条

の

二

の

四

第

一

項

第

二

号

」

を

「

第

百

三

十

六

条

の

二

の

五

第

一

項

第

二

号

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

第

二

条

杉

並

区

低

層

階

商

業

業

務

誘

導

地

区

建

築

条

例

（

平

成

十

五

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

五

条

第

一

号

中

「

か

ら

第

八

項

ま

で

及

び

」

を

「

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

」

に

、

「

第

百

三

十

六

条

の

二

の

四

第

一

項

第

二

号

」

を

「

第

百

三

十

六

条

の

二

の

五

第

一

項

第

二

号

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。



２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

て

、

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

第

三

条

杉

並

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

八

年

杉

並

区

条

例

第

二

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

を

削

り

、

第

五

条

を

第

四

条

と

す

る

。

第

六

条

第

二

項

た

だ

し

書

中

「

各

号

の

一

」

を

「

各

号

の

い

ず

れ

か

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

３

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

施

行

に

よ

る

建

築

物

の

敷

地

面

積

の

減

少

に

よ

り

、

当

該

事

業

の

施

行

の

際

現

に

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

土

地

で

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

く

な

る

も

の

及

び

当

該

事

業

の

施

行

の

際

現

に

存

す

る

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

こ

と

と

な

る

土

地

に

つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

施

行

に

よ

り

面

積

が

減

少

し

た

際

、

当

該

面

積

の

減

少

が

な

く

と

も

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

て

い

た

建

築

物

の

敷

地

及

び

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

違

反

す

る

こ

と

と

な

つ

た

土

地

二

第

一

項

の

規

定

に

適

合

す

る

に

至

つ

た

建

築

物

の

敷

地

及

び

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

と

な

る

に

至

つ

た

土



地

第

六

条

を

第

五

条

と

し

、

第

七

条

を

第

六

条

と

し

、

第

八

条

を

第

七

条

と

す

る

。

第

九

条

第

一

項

中

「

第

六

条

第

一

項

」

を

「

第

五

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

七

条

」

を

「

第

六

条

」

に

改

め

、

同

条

を

第

八

条

と

す

る

。

第

八

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

九

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

又

は

改

築

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

第

三

条

第

一

項

の

規

定

（

同

項

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

も

の

と

す

る

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

及

び

建

築

面

積

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

法

第

五

十

三

条

並

び

に

第

四

条

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

二

増

築

後

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

三

増

築

後

の

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

用

途

に

供

す

る

建

築

物

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。



四

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

事

由

が

原

動

機

の

出

力

、

機

械

の

台

数

又

は

容

器

等

の

容

量

に

よ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

増

築

後

の

そ

れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

２

法

第

三

条

第

二

項

（

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

、

第

四

条

第

一

項

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

こ

れ

ら

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

第

九

条

の

二

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（

一

の

敷

地

と

み

な

す

こ

と

に

よ

る

制

限

の

緩

和

）

第

九

条

の

二

法

第

八

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

（

こ

れ

ら

の

規

定

を

法

第

八

十

六

条

の

二

第

八

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

一

の

敷

地

と

み

な

さ

れ

る

一

団

地

又

は

一

定

の

一

団

の

土

地

の

区

域

内

の

建

築

物

に

つ

い

て

は

、

当

該

一

団

地

又

は

区

域

を

当

該

建

築

物

の

一

の

敷

地

と

み

な

し

て

第

四

条

第

一

項

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

第

十

二

条

第

一

項

中

「

各

号

の

一

」

を

「

各

号

の

い

ず

れ

か

」

に

改

め

、

同

項

第

一

号

中

「

第

六

条

第

一

項

」

を

「

第

五

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

第

五

条

、

第

七

条

又

は

第

八

条

第

一

項

」

を

「

第

四

条

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

」

に

改

め

る

。

第

四

条

杉

並

区

沿

道

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

六

十

二

年

杉

並

区

条

例

第

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

一

条

第

一

項

第

一

号

中

「

か

ら

第

八

項

ま

で

及

び

」

を

「

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

を

同

条

第

三

項

と

し

、

同

項

の

前

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。



２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

平

成

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

提

案

理

由

）

既

存

の

建

築

物

の

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

に

係

る

制

限

を

緩

和

す

る

等

の

必

要

が

あ

る

。

た

だ

し

、

第

一

条

中

杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

第

五

条

第

一

号

の

改

正

規

定

、

第

二

条

中

杉

並

区

低

層

階

商

業

業

務

誘

導

地

区

建

築

条

例

第

五

条

第

一

号

の

改

正

規

定

及

び

第

四

条

中

杉

並

区

沿

道

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

第

十

一

条

第

一

項

第

一

号

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

第

一

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

特

別

工

業

地

区

建

築

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

五

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

第

五

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

次

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

若

し

く

は

改

築

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

若

し

く

は

改

築

又

は

用

途

の

変

更

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

又

は

用

途

の

変

更

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

前

条

の

規

定

（

同

条

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

前

条

の

規

定

（

同

条

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

規

定

を

含

む

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

資 料
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地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

（

同

一

敷

地

内

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

延

べ

面

積

の

合

計

）

及

び

建

築

面

積

は

、

そ

の

延

べ

面

積

の

合

計

）

及

び

建

築

面

積

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

建

築

面

積

の

合

計

）

が

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

建

築

面

積

の

合

計

）

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

、

第

二

項

及

び

第

七

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

か

ら

第

八

項

ま

で

及

項

並

び

に

法

第

五

十

三

条

の

規

定

並

び

に

法

第

び

法

第

五

十

三

条

の

規

定

並

び

に

法

第

六

十

八

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

条

例

六

十

八

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

条

例

の

令

第

百

三

十

六

条

の

二

の

五

第

一

項

第

二

号

の

令

第

百

三

十

六

条

の

二

の

四

第

一

項

第

二

号

及

び

第

三

号

の

制

限

を

定

め

た

規

定

に

適

合

す

及

び

第

三

号

の

制

限

を

定

め

た

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

る

こ

と

。

二

～

四

略

二

～

四

略

２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し
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な

い

。

第

二

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

低

層

階

商

業

業

務

誘

導

地

区

建

築

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

既

存

の

特

定

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

（

既

存

の

特

定

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

五

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

第

五

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

て

、

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

若

し

く

て

、

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

若

し

く

は

改

築

又

は

用

途

の

変

更

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

改

築

又

は

用

途

の

変

更

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

前

条

の

規

定

（

同

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

前

条

の

規

定

（

同

条

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

条

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

正

前

の

規

定

を

含

む

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い
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期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

（

同

一

敷

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

延

べ

面

積

の

合

計

）

及

び

建

築

面

て

は

、

そ

の

延

べ

面

積

の

合

計

）

及

び

建

築

面

積

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

積

（

同

一

敷

地

内

に

二

以

上

の

建

築

物

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

建

築

面

積

の

合

計

）

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

建

築

面

積

の

合

計

）

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

、

第

二

項

及

び

第

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

か

ら

第

八

項

ま

で

七

項

並

び

に

法

第

五

十

三

条

の

規

定

並

び

に

法

及

び

法

第

五

十

三

条

の

規

定

並

び

に

法

第

六

十

八

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

条

第

六

十

八

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

条

例

の

令

第

百

三

十

六

条

の

二

の

五

第

一

項

第

二

例

の

令

第

百

三

十

六

条

の

二

の

四

第

一

項

第

二

号

及

び

第

三

号

の

制

限

を

定

め

た

規

定

に

適

合

号

及

び

第

三

号

の

制

限

を

定

め

た

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

す

る

こ

と

。

二

及

び

三

略

二

及

び

三

略

２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

特

定

建

築

物

に

つ

い

て

、

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第
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四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

第

三

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

四

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

又

は

改

築

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

前

条

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

前

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

前

条

第

一

項

の

規

定

（

同

項

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お
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い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

も

の

と

す

る

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

及

び

建

築

面

積

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

か

ら

第

八

項

ま

で

及

び

法

第

五

十

三

条

並

び

に

次

条

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

二

増

築

後

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

三

増

築

後

の

前

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

用

途

に

供

す

る

建

築

物

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

四

前

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

事

由

が

原

動

機

の

出

力

、

機

械

の

台

数

又

は

容

器

等

の

容

量

に

よ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

増

築

後

の

そ
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れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

（

建

築

面

積

の

敷

地

面

積

に

対

す

る

割

合

の

最

高

限

（

建

築

面

積

の

敷

地

面

積

に

対

す

る

割

合

の

最

高

限

度

）

度

）

第

四

条

略

第

五

条

略

（

敷

地

面

積

の

最

低

限

度

）

（

敷

地

面

積

の

最

低

限

度

）

第

五

条

略

第

六

条

略

２

前

項

の

規

定

の

施

行

又

は

適

用

の

際

、

現

に

建

２

前

項

の

規

定

の

施

行

又

は

適

用

の

際

、

現

に

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

土

地

で

当

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

土

地

で

当

該

規

定

に

適

合

し

な

い

も

の

又

は

現

に

存

す

る

所

該

規

定

に

適

合

し

な

い

も

の

又

は

現

に

存

す

る

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

当

該

規

定

に

適

合

し

な

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

当

該

規

定

に

適

合

し

な

い

こ

と

と

な

る

土

地

に

つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

い

こ

と

と

な

る

土

地

に

つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

該

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

の

一

に

該

当

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

な

い

。

一

及

び

二

略

一

及

び

二

略
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３

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

施

行

に

よ

る

建

築

物

の

敷

地

面

積

の

減

少

に

よ

り

、

当

該

事

業

の

施

行

の

際

現

に

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

土

地

で

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

く

な

る

も

の

及

び

当

該

事

業

の

施

行

の

際

現

に

存

す

る

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

こ

と

と

な

る

土

地

に

つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

施

行

に

よ

り

面

積

が

減

少

し

た

際

、

当

該

面

積

の

減

少

が

な

く

と

も

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

て

い

た

建

築

物

の

敷

地

及

び

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

違

反

す

る

こ

と

と

な

つ

た

土

地
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二

第

一

項

の

規

定

に

適

合

す

る

に

至

つ

た

建

築

物

の

敷

地

及

び

所

有

権

そ

の

他

の

権

利

に

基

づ

い

て

建

築

物

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

な

ら

ば

同

項

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

と

な

る

に

至

つ

た

土

地

（

壁

面

の

位

置

の

制

限

）

（

壁

面

の

位

置

の

制

限

）

第

六

条

略

第

七

条

略

（

高

さ

の

最

高

限

度

）

（

高

さ

の

最

高

限

度

）

第

七

条

略

第

八

条

略

（

建

築

物

の

敷

地

が

地

区

計

画

の

区

域

の

内

外

に

わ

（

建

築

物

の

敷

地

が

地

区

計

画

の

区

域

の

内

外

に

わ

た

る

場

合

の

措

置

）

た

る

場

合

の

措

置

）

第

八

条

建

築

物

の

敷

地

が

第

三

条

第

一

項

又

は

第

第

九

条

建

築

物

の

敷

地

が

第

三

条

第

一

項

又

は

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

の

内

外

に

わ

た

る

場

合

で

、

そ

の

敷

地

の

過

半

が

の

内

外

に

わ

た

る

場

合

で

、

そ

の

敷

地

の

過

半

が

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

内

に

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

内

に

存

す

る

と

き

は

、

そ

の

建

築

物

又

は

そ

の

敷

地

の

存

す

る

と

き

は

、

そ

の

建

築

物

又

は

そ

の

敷

地

の

全

部

に

つ

い

て

こ

れ

ら

の

規

定

を

適

用

す

る

。

全

部

に

つ

い

て

こ

れ

ら

の

規

定

を

適

用

す

る

。

２

建

築

物

の

敷

地

が

第

六

条

又

は

前

条

第

一

項

の

２

建

築

物

の

敷

地

が

第

七

条

又

は

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

の

内

外

に

わ

た

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

の

内

外

に

わ

た
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る

場

合

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

場

合

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

制

限

を

受

け

る

区

域

内

に

存

す

る

そ

の

建

築

物

の

部

分

又

は

そ

る

区

域

内

に

存

す

る

そ

の

建

築

物

の

部

分

又

は

そ

の

敷

地

の

部

分

に

つ

い

て

こ

れ

ら

の

規

定

を

適

用

の

敷

地

の

部

分

に

つ

い

て

こ

れ

ら

の

規

定

を

適

用

す

る

。

す

る

。

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

九

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

又

は

改

築

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

第

三

条

第

一

項

の

規

定

（

同

項

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

も

の

と

す

る

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

地

内

に

お

け
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る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

及

び

建

築

面

積

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

法

第

五

十

三

条

並

び

に

第

四

条

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

二

増

築

後

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

三

増

築

後

の

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

用

途

に

供

す

る

建

築

物

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

の

部

分

の

床

面

積

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。

四

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

適

合

し

な

い

事

由

が

原

動

機

の

出

力

、

機

械

の

台

数

又

は

容

器

等

の

容

量

に

よ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

増

築

後

の

そ

れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

は

、

基

準

時

に

お

け

る

そ

れ

ら

の

出

力

、

台

数

又

は

容

量

の

合

計

の

一

・

二

倍

を

超

え

な

い

こ

と

。
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２

法

第

三

条

第

二

項

（

法

第

八

十

六

条

の

九

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

、

第

四

条

第

一

項

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

こ

れ

ら

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

（

一

の

敷

地

と

み

な

す

こ

と

に

よ

る

制

限

の

緩

和

）

（

一

定

の

複

数

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

特

例

）

第

九

条

の

二

法

第

八

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

第

九

条

の

二

法

第

八

十

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

（

こ

れ

ら

の

規

定

を

法

第

八

十

六

条

の

二

第

八

項

二

項

又

は

法

第

八

十

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

認

め

ら

れ

た

建

築

物

に

つ

い

て

、

第

五

条

第

よ

り

一

の

敷

地

と

み

な

さ

れ

る

一

団

地

又

は

一

定

一

項

、

第

七

条

又

は

第

八

条

第

一

項

の

規

定

を

適

の

一

団

の

土

地

の

区

域

内

の

建

築

物

に

つ

い

て

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

建

築

物

は

、

当

該

一

団

地

又

は

区

域

を

当

該

建

築

物

の

一

は

、

同

一

敷

地

内

に

あ

る

も

の

と

み

な

す

。

の

敷

地

と

み

な

し

て

第

四

条

第

一

項

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

（

罰

則

）

（

罰

則

）

第

十

二

条

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

第

十

二

条

次

の

各

号

の

一

に

該

当

す

る

者
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は

、

二

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

は

、

二

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

一

第

三

条

第

一

項

又

は

第

五

条

第

一

項

の

規

定

一

第

三

条

第

一

項

又

は

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

建

築

物

の

建

に

違

反

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

建

築

物

の

建

築

主

（

建

築

物

を

建

築

し

た

後

に

お

い

て

、

当

築

主

（

建

築

物

を

建

築

し

た

後

に

お

い

て

、

当

該

建

築

物

の

敷

地

を

分

割

し

た

こ

と

に

よ

つ

て

該

建

築

物

の

敷

地

を

分

割

し

た

こ

と

に

よ

つ

て

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

た

場

合

に

お

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

た

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

建

築

物

の

敷

地

の

所

有

者

、

管

い

て

は

、

当

該

建

築

物

の

敷

地

の

所

有

者

、

管

理

者

又

は

占

有

者

）

理

者

又

は

占

有

者

）

二

第

四

条

、

第

六

条

又

は

第

七

条

第

一

項

の

規

二

第

五

条

、

第

七

条

又

は

第

八

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

建

築

物

の

定

に

違

反

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

建

築

物

の

設

計

者

（

設

計

図

書

を

用

い

な

い

で

工

事

を

施

設

計

者

（

設

計

図

書

を

用

い

な

い

で

工

事

を

施

工

し

、

又

は

設

計

図

書

に

従

わ

な

い

で

工

事

を

工

し

、

又

は

設

計

図

書

に

従

わ

な

い

で

工

事

を

施

工

し

た

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

建

築

物

の

施

工

し

た

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

建

築

物

の

工

事

施

工

者

）

工

事

施

工

者

）

三

略

三

略

２

略

２

略

第

四

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

沿

道

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

）
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新

条

例

旧

条

例

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

（

既

存

の

建

築

物

に

対

す

る

制

限

の

緩

和

）

第

十

一

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

第

十

一

条

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

又

は

つ

い

て

次

に

掲

げ

る

範

囲

内

に

お

い

て

増

築

又

は

改

築

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

改

築

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

一

増

築

又

は

改

築

が

基

準

時

（

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

第

三

条

第

一

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

続

き

第

三

条

第

一

項

の

規

定

（

同

項

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

項

の

規

定

（

同

項

の

規

定

が

改

正

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

も

の

と

す

に

お

い

て

は

改

正

前

の

規

定

を

含

む

も

の

と

す

る

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

る

。

）

の

適

用

を

受

け

な

い

期

間

の

始

期

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

お

け

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

お

け

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

る

敷

地

内

に

お

け

る

も

の

で

あ

り

、

か

つ

、

増

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

及

び

建

築

築

又

は

改

築

後

に

お

け

る

延

べ

面

積

及

び

建

築
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面

積

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

面

積

が

基

準

時

に

お

け

る

敷

地

面

積

に

対

し

て

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

、

第

二

項

及

そ

れ

ぞ

れ

法

第

五

十

二

条

第

一

項

か

ら

第

八

項

び

第

七

項

並

び

に

法

第

五

十

三

条

の

規

定

に

適

ま

で

及

び

法

第

五

十

三

条

の

規

定

に

適

合

す

る

こ

と

。

合

す

る

こ

と

。

二

～

四

略

二

～

四

略

２

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

第

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

大

規

模

の

修

繕

又

は

大

規

模

の

模

様

替

を

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

３

略

２

略




